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研究業績・教育活動一覧
研究業績を氏名の五十音順に，著書，論文，書評，発表，教育活動，その他の６項目に分類し，

掲載した。

青 野 宏 美 初等教育課程 教授
【論 文】
・「岐阜県美濃加茂市木曽川右岸に分布する新生代中新世の化石林周辺の堆積環境」（単著），
『岐阜聖徳学園大学紀要〈教育学部編〉』第47集 1―13頁 2008年2月

・「教員養成系大学における野外自然観察の実践的研究―岐阜聖徳学園大学教育学部におけ
る総合演習の実例―」（単著）『岐阜聖徳学園大学教育学部教育実践科学研究センター紀要』
第7号 119－132頁 2008年2月

【発 表】
・岐阜県の木曽川と長良川の河床礫に見られる定向配列（青野宏美・寺本洋子）日本地学
教育学会 第62回全国大会 東京学芸大学 2008年8月

【教育活動】
・平成19年度後期 子ども理解科目群「フレンドシップ」Bコース（楽しいサイエンス）担当

浅 野 久 初等教育課程 教授
【発 表】
・第8回源流展 財団法人岐阜教育文化財団助成事業 岐阜県美術館 2007年12月
・第9回源流展 財団法人岐阜教育文化財団助成事業 岐阜県美術館 2008年8月

荒 木 照 子 初等教育課程 教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『保育用語辞典 第4版』ミネルヴァ書房 80―84頁 2008年4月
・『保育内客「表現」第5版』ミネルヴァ書房 85―103頁 2008年3月
【論 文】
・「幼児の傍らに居る保育者になるための思索 Ⅱ―揺らぎの時に連れ添う―」（共同研究）
『岐阜聖徳学園大学教育学部教育実践科学研究センター紀要』第7号 171―182頁 2008
年2月

【発 表】
・学会発表「幼児の“その時”を支えるための保育者の省察 Ⅰ―幼児期の本質的な体験を
みる視点―」（共同研究）日本保育学会 第61回大会 名古屋市立大学 2008年5月

・学会発表「幼児の“その時”を支えるための保育者の省察 Ⅱ―一人ひとりの幼児から
学ぶ―」（共同研究）日本保育学会第61回大会 名古屋市立大学 2008年5月

・「阿弥陀さまを拝む子どもの育成」（共同研究）真宗保育学会 第14回 研究大会 京都女
子大学 2007年11月
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【教育活動】
〈講演〉
・「人とかかわる力を育てるために―一人ひとりの中に自己肯定感を育む」 大和郡山公立
幼稚園研究発表会 大和郡山北幼稚園 2007年10月

・「かかわる力の育成における保育者の目のありよう」佐賀大学文化教育学部附属幼稚園公
開保育研究会 佐賀大学附属幼稚園 2008年2月

・「たくましく生きる力の育成―のびやかな心と体を育むために―」第2回 大垣市立幼稚
園研究会 大垣市文化センター 2008年5月

・「幼児理解と保育形態 Ⅰ」佐賀私立幼稚園連合会研修会 佐賀市アバンセ 2008年5月
・「幼児理解と保育形態 Ⅱ」佐賀私立幼稚園連合会研修会 佐賀市アバンセ 2008年6月
・「乳幼児の健やかな心と身体の発達を促すために」第2回 大垣市立保育園・幼稚園実践
研究会 大垣市中川ふれあいセンター 2008年7月

池 田 信 中等教育課程数学専攻 教授
【論 文】
・「Jacobian determinant and system of parameters」（単著）
『岐阜聖徳学園大学紀要〈教育学部編〉』第47集 147―149頁 2008年2月

・「数学的活動における厳密性と，そのもたらす生産性について」（共著）
『岐阜聖徳学園大学教育学部教育実践科学研究センター紀要』第7号 211―221頁 2008
年2月

・「ユークリッド幾何から位相幾何へ」（共著）
『岐阜聖徳学園大学教育学部教育実践科学研究センター紀要』第7号 223―231頁 2008
年2月

石 原 一 彦 初等教育課程 教授
【著 書（単行本）】
〈単著〉
・『ICT活用の基礎・基本』小学館 97頁 2008年3月
〈共著〉
・『情報化時代の学校変革力』高陵社書店 231頁 2008年8月
・『教室の ICT環境』三省堂 142頁 2008年4月
【論 文】
・「教員養成課程の大学における ICT基礎科目の授業改善」（単著）『岐阜聖徳学園大学教育
学部教育実践科学研究センター紀要』第7号 293―302頁 2008年2月

・「未来への挑戦としての情報モラル」（単著）『日本教育』368号 14―17頁 2008年6月
【発 表】
・平成19年度青森県情報化推進リーダー養成講座（後期）2007年10月
・第32回全日本教育工学研究協議会 旭市大会 2007年11月
・平成19年度愛知県情報モラル指導セミナー 2008年3月
・平成20年度 情報教育対応教員研修全国セミナー（横浜） 2008年5月
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・日本情報科教育学会・全国大会（滋賀大学）パネルディスカッション 2008年6月
・平成20年度 情報教育対応教員研修全国セミナー（大阪） 2008年8月
【教育活動】
・文部科学省 先導的教育情報化プログラム企画評価委員
・平成20年度目指せスペシャリスト研究開発事業（岐阜県立各務野高校）運営指導委員

大 城 順 子 初等教育課程 准教授
【発 表】
〈審判技術〉
・中部日本学生新体操新人大会の審判員 豊田市総合体育館 2007年12月
・OHK杯国際招待新体操競技会の審判員 高松市総合体育館 2008年3月
・第58回西日本学生新体操選手権大会の審判員 岡山県桃太郎アリーナ 2008年5月
・第60回全日本学生新体操選手権大会の審判員 神奈川県海老名運動公園総合体育館 2008
年9月

【教育活動】
・岐阜県各務原市教育委員会主催スポーツ教室講師 2003―2008年度
・岐阜県教育委員会主催高等学校指定競技強化コーチ 2003―2008年度
・「平成24年ぎふ清流国体」式典基本構想専門部会委員 2008年5月

大 沢 正 善 中等教育課程国語専攻 教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『展望 現代の詩歌5』明治書院 141―164頁 2007年12月
・『現代詩大事典』（9項目）三省堂 2008年2月

大 西 隆 之 中等教育課程音楽専攻 教授
【著 書（単行本）】
〈単著〉
・『子供のためのお父さんとお母さんの歌曲集“花物語”』三恵社 2007年12月

加 藤 晴 子 中等教育課程音楽専攻 准教授
【論 文】
・「イメージしたことや伝えたいことを表現するための歌唱技能習得の試み―小学校におけ
る授業実践―」（共著）『岐阜聖徳学園大学紀要〈教育学部編〉』第47集 159―175頁 2008
年2月

・「オペラアリアと義太夫節のサワリにみる声の表現の東西比較―鑑賞指導に向けて―」（共
著）『岐阜聖徳学園大学教育学部教育実践科学研究センター紀要』第7号 233―244頁 2008
年2月

・「小学校の歌唱学習における発声指導の試み―声や身体の意識化を視点とした授業実践―」
（単著）『日本声楽発声学会誌』vol．36 34―42頁 2008年3月
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【発 表】
・「子どもの声の表現に潜在する伝統的感覚―「物売りの声」の実践を例に―」日本音楽表
現学会 昭和音楽大学新百合ヶ丘キャンパス 2008年6月

〈演奏〉
・「岡山日伊協会主催第7回クリスマスコンサート 加藤晴子・柴田久美子ソプラノジョイ
ントリサイタル」岡山日伊協会 リリコホール 2007年12月

・「ふくやま日本歌曲塾特別コンサート‘08」ふくやま日本歌曲塾 ふくやまリーデンロー
ズ大ホール 2008年9月

亀 井 良 幸 中等教育課程音楽専攻 教授
【発 表】
〈演奏〉
・「巡礼の光」サラマンカホール2008年3月
〈指揮〉
・「名古屋緑吹奏楽団第19回定期演奏会」アートピア 2008年4月
・「第4回名古屋市民バンドフェスティヴァル」愛知県芸術劇場コンサートホール 2008年
7月

【教育活動】
・NHK名古屋青少年管弦楽団 管打楽器の指導（通年）

久 野 将 健 中等教育課程音楽専攻 准教授
【発 表】
〈演奏発表〉
・「フランス音楽への旅―6―」主催：岐阜聖徳学園大学音楽研究室 サラマンカホール 2008
年3月

・「お昼のパイプオルガンコンサート」主催：豊田市文化振興財団 豊田市コンサートホー
ル 2008年5月

・「パイプオルガン定期演奏会」主催：岐阜県美術館 岐阜県美術館 2008年7月
【教育活動】
・「クリスマスのつどい」内容：中学，高校生，約1，000人を対象とした音楽鑑賞の集い。解
説と演奏を行う。主催：私立明治学園中学校・高等学校 九州厚生年金会館大ホール
2007年12月

小 泉 晋 一 学校心理課程 准教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『人間関係がよくわかる心理学』福村出版「性格の心理」 59―74頁 2008年3月
【論 文】
・「高機能広汎性発達障害の子どもをもつ母親に対するリラクセーションの効果の検討」（単
著）『岐阜聖徳学園大学紀要〈教育学部編〉』第47集 189―202頁 2008年2月
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・「高機能広汎性発達障害児に対するリラクセーションプログラムの作成」（単著）『岐阜聖
徳学園大学教育学部教育実践科学センター紀要』第7号 269―280頁 2008年2月

・「日本の催眠研究の草創期―福来友吉の催眠研究を中心に―」（単著）『臨床心理学』 Vol．8
（5）668―673頁 2008年9月

【発 表】
・「日本における臨床心理学の導入と受容過程5」日本心理学会第72回大会（北海道大学）
ワークショップ （企画：小泉晋一・鈴木祐子，話題提供：安齋順子・鈴木聡志・鈴木裕
子・松島淳，指定討論：間宮正幸）2008年9月

【教育活動】
・NPO法人アスペ・エルデの会 名古屋支部ディレクター 年間をとおして実施
・ワークショップ「家族と教師のためのリラクセーション入門」（次世代育成と発達障害児
支援の体験博覧会2007）主催：NPO法人アスペ・エルデの会他 2007年12月

・講演「コミュニケーションを伸ばすために―感情理解と自己理解―」（アスペ・エルデの
会「発達障がいの理解・研修セミナー 2008―世界自閉症啓発デー2009．4．2に向け
て―」）主催：名古屋おりーぶの会（NPO法人アスペ・エルデの会正会員団体）後援：愛
知県教育委員会他 2008年8月

【そ の 他】
・「学会ワークショップ報告 日本における臨床心理学の導入と受容過程3」（共著）『心理
学史・心理学論』第9号 52―67頁 2007年12月

駒 田 聡 子 初等教育課程 准教授
【論 文】
・「保育園保護者の食アンケート 効果的食育実践を目指すための問題点の把握」（単著）『食
生活研究』Vol．28（1）27―41頁 2007年11月

・「保育士養成校学生の食に関わる手伝いの実態としつけについての意識」（単著）『岐阜聖
徳学園大学紀要〈教育学部編〉』第47集 15―25頁 2008年2月

・「保育所での食育の実践―クッキング保育の実践を通して―」（単著）『岐阜聖徳学園大学
教育学部教育実践科学センター紀要』第7号 245―257頁 2008年2月

【発 表】
・「保育士アンケートから見た食育の現状と課題」平成20年度日本調理科学会全国大会 2008
年8月（名古屋）

【教育活動】
〈講演〉
・「食で生き活き子どもたち」 羽島市堀津小学校保護者講演会 2007年10月，11月
・「食育のあり方・問題点」 津市高田保育園保育所職員研修会 2007年11月
・「老人福祉研修会 栄養ケアマネージメント」 三重県社会福祉協議会 平成19年度業種
別研修 2007年12月

・「食で生き活き子どもたち」 松阪市嬉野保育園 2008年2月
・「食で生き活き子どもたち 大切な乳幼児期の食事」三重大学教育学部附属幼稚園コアラ
の会 2008年2月
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・「生活支援」の枠組みの中における家事援助（技術）の意義・役割」平成20年度介護労働
講習「介護職員基礎研修」2008年度6月から4回

・「食で生き活き子どもたち」多気郡明和町曙幼稚園 2008年6月
・「食で生き活き子どもたち 子どもたちにとっての食とは」羽島市足近小学校及び桑原小
学校保健安全委員会，岐阜聖徳学園大学附属幼稚園父母会連携研修会 2008年8月～9月

【そ の 他】
・「食育と漬け物」『美し国三重』9頁 三重県漬け物協同組合 2008年3月

佐 藤 善 人 初等教育課程 専任講師
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『楽しい体育の豊かな可能性を拓く～授業実践の手引き～』明和出版 178―182頁 2008年
5月

【論 文】
・「小学校体育におけるタグ・ラグビーに関する一考察―ポートボールとの個人技術をめぐ
る「やさしさ」の比較を中心に―」『体育教育学研究』24巻第2号 1―11頁 2008年9月

【発 表】
・「体育授業における陣取り型のボールゲームに関する一考察―運動の特性の違いから考え
るフラッグ・フットボールとタグ・ラグビーの実践について―」第59回日本体育学会（早
稲田大学）2008年9月

【教育活動】
・練馬区体育研究同好会「タグ・ラグビー」実技研修会講師（東京学芸大学附属大泉小学校
体育館）2007年10月

・区研究指定校東京都大田区立松仙小学校における体育授業研究に対する指導・助言 2008
年10月

鈴 木 明 裕 初等教育課程 准教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『中学校数学 数学的活動を促す教材開発と指導の工夫』日本数学教育学会 H19年度研究
報告書（中学校研究部会）「数学的活動の評価にむけて」Vol．4 99―102頁 2008年7月

・『思考・判断・表現による「学び直し」を求める数学の授業改善』明治図書「1年（比例・
反比例）『グラフをかいてもいいですか』」102―106頁 2008年9月

【論 文】
・「数学科における小・中・高等学校の一貫カリキュラムについて―数学的活動を一貫の軸
として―」『筑波大学附属中学校紀要』27―45頁（38―41を除く）2008年3月

【教育活動】
・JICAチリ研修 講師 公開授業ならびに日本の中学校数学「数式領域」について 2008
年2月

・岐阜県教育委員会 12年目研修大学研修 講師 2008年7月
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・千葉市教育センター 講師 「算数・数学科における言語活動の充実について」2008年8
月

・愛知県稲沢市算数・数学教育研究会，福井県坂井地区数学研究部会 講演 「算数・数学
科における言語活動の充実について」2008年8月

・愛知県海部支部研究発表会 講師 「算数・数学的活動について考える」2008年8月
・名古屋市立常盤小学校 現職教育・模擬授業 講師 2008年9月
【そ の 他】
・「学年間，学校間の移動が行われた内容の取扱い」明治図書 数学教育臨時増刊 根本博
編集「改定学習指導要領（中学校数学科）を解明する」45―48頁 2008年8月

高田準一郎 初等教育課程 准教授
【論 文】
・「輪中地域における地形図の読解のための問題設定」（単著）『エリア山口』山口地理学会

第37号 11―25頁 2008年2月
【発 表】
・「新旧地形図を活用し，「海岸線の変化」を読解する―「読解力」を育成する観点から―」
（提案者，〈課題研究（1）〉：社会科教育のフロンティア・ライン①「社会科で『読解力』
をどう育成するか」）（単独）第57回全国研究大会 日本社会科教育学会 埼玉大学教育学
部 2007年10月

・「輪中地域のイメージ化と地形図の読解問題」（単独）第163回広島地理教育懇話会，ESD

研究グループ，地理科学学会ワーキング・グループ 広島大学附属中・高等学校 第1社
会科教室 2008年3月

・「地形図学習における読解力育成のための問題設定―輪中地域を事例として―」（単独）
平成19年度山口地理学会3月例会 山口地理学会 山口大学教育学部 2008年3月

・「ドイツ渡航プロジェクトにおけるエコプログラムの概要Ⅱ―フライブルクの環境政策と
市民活動―」（単独）情報教養研究会 尼崎ホップインホテル会議室 2008年4月

・「木曾三川流域における持続可能な土地利用の開発―ESD教材の開発試案―」（単独）第
166回広島地理教育懇話会，ESD研究グループ，地理科学学会ワーキング・グループ 広
島大学附属中・高等学校 第1社会科教室 2008年7月

・「日本の河川氾濫原における持続可能な土地利用を題材とする ESD教材」（単独）日独 ESD

ワークショップ，科学研究費「ESD地理教材開発」メンバーによる第1回研究集会 広
島サンプラザ会議室 2008年7月

・“Sustainable Land Use on the Flood Plain in Japan: Teaching Materials for ESD”（単独，Session

2: Subjects for ESD curricula in Japan）Japanese-German Cooperation on Education for Sustain-

able Development（ESD）ベルリン日独センター（ドイツ） 2008年8月
・「新学習指導要領にみる認識論と態度目標―公民的分野における「持続可能な社会」の位
置づけ―」（単独）第168回広島地理教育懇話会，ESD研究グループ，地理科学学会ワー
キング・グループ 広島大学附属中・高等学校 第1社会科教室 2008年9月
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【そ の 他】
〈報告書・年報等〉
・ユネスコ協同学校計画「国際理解と国際協力のための教育」における「東南アジアの研究」
の内容について（単著）『地理教育フォーラム』第8号 地理科学学会・研究グループ
地理教育懇話会 35―44頁 編集者：中山修一 2007年10月

〈研究発表要項等〉
・新旧地形図を活用し，「海岸線の変化」を読解する―「読解力」を育成する観点から―（堤
案者，〈課題研究（1）〉：社会科教育のフロンティア・ライン①「社会科で『読解力』を
どう育成するか」）（単著）『全国大会発表論文集』第3号 第57回全国研究大会 日本社
会科教育学会 244―247頁 2007年10月

・“Sustainable Land Use on the Flood Plain in Japan: Teaching Materials for ESD”（Session2: Sub-

jects for ESD curricula in Japan）（単著）Japanese-German Cooperation on Education for Sustain-

able Development（ESD）A4判7頁（冊子） 2008年8月
〈雑誌原稿等〉
・「教え落としのない地図帳まるごと教材化のヒント 「等高線」の作業スキル 隠れている
三角形を見つけよう―断層線の可視化―」（単著）『社会科教育』9月号 №592 明治図
書 86―88頁 2008年9月

・「実践指導の場から考える 中学校「学習技能用語」の分析と解釈 地理」（単著）『社会
科教育』10月号 №593 明治図書 54―55頁 2008年10月

成 田 幸 夫 学校心理課程 教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『新しい「基礎・基本」の習得』教育開発研究所 第2章「基礎・基本の習得に向けて学
習の形はどうあるべきか」2008年4月

【論 文】
・「学校と家庭・地域とが連携した子どもの生活規律や学習習慣の育成」（単著）『教育展望』
29―34頁 2008年4月
・「比べるべきものは自分自身～いま，改めて個別化・個性化教育の精神を問う～」（単著）
『個性を育てる』10―14頁 2008年6月

・「一斉指導と個別指導」（単著）『最新 教育課題ハンドブック』1225―1228頁 2008年9月
・「校本課程開発の実践状況について」（単著）『東北師範大学（中国）研究紀要』23―38頁
2008年9月

【発 表】
・「子どもの学びの本質を問う～習得・活用・探究とは何か～」日本個性化教育学会佐賀大
会 2008年8月

【教育活動】
〈講演〉
・静岡大学付属静岡中学校研究発表会で記念講演 2007年10月
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・岐阜市立加納小学校校内研究会 2008年7月 授業研究会で助言指導
・「学習指導要領改訂と総合学習」不破郡教育研究会で講演 2008年8月
・「中学校の総合学習をどう考えるか」山形県山形市中学校総合学習研究会で講演 2008年
8月

・「新しい学びの風景と学習環境」くまもとアートポリス事業シンポジウムで基調講演（熊
本県宇土市民会館大ホール）2008年9月

・中国国家基礎教育センター・東北師範大学主催「21世紀小学校本課程改革国際学術検討会」
で講演（吉林省長春市・東北師範大学） 2008年9月

丹 羽 正 子 初等教育課程 教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『新選・社会福祉 一部改訂』㈱みらい 2008年4月
【発 表】
・「保育学生の目標意識に関する一考察」全国保育士養成協議会第47回研究大会 2008年9
月

橋 元 慶 男 学校心理課程 教授
【著 書（単行本）】
〈単著〉
・『韓国の不登校に関する研究―日本の不登校との状態像の比較を通して―』大学図書出版
9章200頁 2008年6月

・『笑いと健康』TT研究会出版 158頁 2008年2月
【論 文】
・「大学生の学業的延引行動に及ぼす幼少期の親の働きかけ認知と学業的動機づけの影響（共
同）『学校教育相談研究』第18号 4―13頁 2008年7月

・「韓国における新たな学校改革の動向」『アジア文化研究』第14号 119―130頁 2007年11
月

・「韓国における教師たちの学校づくりの動向」『岐阜聖徳学園大学教育学部教育実践科学研
究センター紀要』第7号 133―144頁 2007年2月

・「Stress Management & Thanks Therapy by Laughter」『教育催眠学研究』5巻 5―12頁 2008
年8月

・「笑いのワークと Thanks Therapy」『笑い学研究』No．15 145―152頁 2008年7月
・「Trend of New School Reform in Korea」『アジア民族造形学会紀要』第7号 103―108頁
2008年5月

【発 表】
・「教育催眠の具現化」日本教育催眠学会 2007年10月
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濱千代いづみ 初等教育課程 准教授
【論 文】
・「小学校国語科教科書・漢字辞典で部首の捉え方の異なる学習漢字」（単著）『岐阜聖徳学
園大学国語国文学』第27号 62―81頁 2008年3月

【発 表】
・「『エソポのハブラス』の助動詞」（単独）第504回国語学懇話会例会 短歌会館 2007年12
月

早矢仕晶子 初等教育課程 准教授
【論 文】
・「教員養成課程の学生のための美術教育のあり方―立体制作における実践研究―」『岐阜聖
徳学園大学教育学部教育実践科学研究センター紀要』第7号 89―96頁 2008年2月

【発 表】
〈作品発表〉
・「影」源流展 岐阜県美術館 岐阜県教育文化財団助成事業 2007年12月
・「影（2008―1）」源流展 岐阜県美術館 岐阜県教育文化財団助成事業 2008年8月
・「影（2008―2）」源流展 岐阜県美術館 岐阜県教育文化財団助成事業 2008年8月

廣 田 隆 志 初等教育課程 教授
【論 文】
・「群読を核とした授業展開」（単著）『岐阜聖徳学園大学国語国文学』第27号 11―47頁 2008
年3月

【教育活動】
・岐阜大学教育学部付属小学校 国語科教育指導 2008年4月
・愛知県稲沢市立小正小学校 国語科教育指導 2008年4月
・愛知県稲沢市立千代田小学校 国語科教育指導 2008年4月
・兵庫県加東市立滝野東小学校 国語科教育指導 2008年4月
・岐阜県海津市立石津小学校 国語科教育指導 2008年4月
・岐阜県羽島市立福寿小学校 国語科教育指導 2008年4月

深 貝 美 子 初等教育課程 教授
【著 書（単行本）】
〈単著〉
・『青少年のためのオペレッタ「シンデレラ」』三恵社 2007年10月
・『大人にも歌える ちょっと気取った子どもの歌～ハ長調とイ短調』三恵社 2007年10月
〈共著〉
・『2008新しい童謡集』（社）日本童謡協会「わらっちゃ おうか な」作曲 66―67頁 2008
年9月
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【発 表】
〈演奏・発表〉
・巡礼の光（フランス音楽への旅6） サラマンカホール 2008年3月
・「シンデレラ」公演 ハートフルスクエア G 岐阜市芸術文化協会主催 2008年3月
・「子どもの歌新曲発表と歌唱指導」 クララザール 2008年8月
・「わらっちゃ おうか な」発表 第31回童謡祭・新作展 東京・こばまエミナース 日
本童謡協会主催 2008年9月

【教育活動】
・2008年7月 岐南町立北小学校へ音楽指導

藤 垣 佳 子 中等教育課程数学専攻 専任講師
【論 文】
・「数式処理ソフトMathematicaを用いたフーリエ級数展開とラプラス変換に関する動画教
材」（共著）『岐阜医療科学大学紀要』第2号 141―150頁 2008年3月

藤田万喜子 初等教育課程 准教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『正岡子規研究 子規研究の会発足20周年記念』子規研究の会 74―80頁 2008年6月
【論 文】
・「言語感覚を磨く指導―「切れ」を意識して―」（単著）『岐阜聖徳学園大学国語国文学』
第27号 44―58頁 2008年3月

【そ の 他】
・創作「能登の塩田」（新作20句）『芭蕉蛤塚忌全国俳句大会入選集』大垣市教育委員「大垣」
全国俳句大会実行委員会 56頁 2007年10月

・創作100句及びエッセイ『新・俳句の杜 8 精選アンソロジー』本阿弥書店 307―326頁
2008年7月

安 田 香 初等教育課程 教授
【著 書（単行本）】
〈単著〉
・『演奏家のための和声分析と演奏解釈 バッハ2』（訳書）シンフォニア 2008年7月
【論 文】
・「ドビュッシーとジャワのガムラン―象徴主義の視点からその関係を読み解く―」（単）『音
楽表現学』Vol．5 45―54頁 2007年11月

・「音楽教育における様式理解の必要性について―山田隆の思想と実践に学ぶ―」（単）『岐
阜聖徳学園大学紀要〈教育学部編〉』第47集 177―187頁 2008年2月

【発 表】
〈演奏〉
・「巡礼の光」，サラマンカホール 平成20年3月，ピアノ独奏：ドビュッシー：「ヒース」
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「アナカプリの丘」／アンサンブル：フランク：オルガンとピアノのための前奏曲・フー
ガと変奏／ピアノ伴奏：デュパルク：旅への誘い，悲しき歌，オネゲル：おお，救いの生
け贄よ

安 田 徳 子 中等教育課程国語専攻 教授
【論 文】
・「勅撰集撰集資料としての『伊勢物語』『大和物語』―『新古今集』『新勅撰集』『続後撰集』
『続古今集』を中心に―」『名古屋大学国語国文学』第100号 41―54頁 2007年10月

・「〈余滴〉三代目尾上菊五郎と名古屋」『名古屋芸能文化』17号 63―70頁 2007年12月
・「地芝居の曾我狂言」『岐阜聖徳学園大学国語国文学』第27号 1―11頁 2008年3月
・「〈研究ノート〉『風葉和歌集』の『宇津保物語』歌」『風葉和歌集研究報』8号 38―43頁
2008年3月
・「物語歌集としての『風葉和歌集』」『風葉和歌集研究報』9号 26―34頁 2008年9月
【書 評】
・「安井重雄著『藤原俊成 判詞と歌語の研究』」『日本文学』第56巻10号 96―97頁 2007年
10月

【そ の 他】
・「『風葉和歌集』本文・通釈・注釈（春下60～66番歌）」『風葉和歌集研究報』8号 18―25
頁 2008年3月

・「〈伝本紹介〉神宮文庫所蔵『風葉和歌集』抜書本の紹介」『風葉和歌集研究報』第8号
25―27頁 2008年3月
・「なごや四百年時代検定公式テキスト」（第三章の共同執筆）（なごや四百年時代検定実行
委員会 2007年11月）

山 内 紀 夫 中等教育課程数学専攻 教授
【そ の 他】
・報告：「ある再発見」（平成19年度算数・数学合宿授業研究会実施報告書）

譲 西 賢 学校心理課程 教授
【著 書（単行本）】
〈単著〉
・『自分の「心」に気づくとき―カウンセリングの対話から―』法蔵館 2008年9月
〈共著〉
・『ガイドライン 発達学習・教育相談・生徒指導』ナカニシヤ出版 23―35頁 125―137頁
2007年10月

・『ベーシック心理学』医歯薬出版 165―182頁 2008年1月
【論 文】
・「真宗カウンセリングの治療過程の意味づけに関する研究―来談者中心療法のプロセス・
スケールとの対応―」（単）『大谷大学学生相談室研究紀要』第6号 20―34頁 2008年3月

・「真宗カウンセリングの有効性に関する研究―智慧のはたらきとの対応―」（単）『岐阜聖
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徳学園大学仏教文化研究所紀要』第8号 43―64頁 2008年3月
・「いじめ・不登校から学ぶこと」（単）『龍谷総合学園第41回宗教教育研究会紀要』52―72頁
2008年7月

吉 澤 寛 之 学校心理課程 准教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『シリーズ21世紀の社会心理学 13 葛藤と紛争の社会心理学』北大路書房「第10章 社
会規範と逸脱」（共著）108―121頁 2008年9月

【論 文】
・「社会的情報処理の適応性を促進する心理教育プログラムの効果―中学生に対する実践研
究―」（共著）『犯罪心理学研究』第45巻 第2号 17―36頁 2007年12月

【発 表】
・「自己制御能力の弁別的予測性に関する研究（1）―実行機能の問題行動への影響―」『日
本グループ・ダイナミックス学会第55回大会発表論文集』148―149頁 2008年6月

・「自己制御能力の弁別的予測性に関する研究（2）―実行機能の適応への影響―」『日本グ
ループ・ダイナミックス学会第55回大会発表論文集』150―151頁 2008年6月

・「自己制御能力の弁別的予測性に関する研究（3）―WCSTで測定した実行機能と各自己
制御指標との関連―」『日本グループ・ダイナミックス学会第55回大会発表論文集』152―
153頁 2008年6月
・「自己制御能力の弁別的予測性に関する研究（4）―実行機能を統制した自己制御の社会
的適応への影響―」『日本心理学会第72回大会発表論文集』221頁 2008年9月

・「自己制御能力の弁別的予測性に関する研究（5）―実行機能を統制した自己制御の問題
行動への影響―」『日本心理学会第72回大会発表論文集』222頁 2008年9月

・「Dual intra-process leading antisocial propensity: The prediction power of social information proc-

essing and self-regulation.」『Poster session presented at the29th International Congress of Psychol-

ogy, Berlin, Germany.』2008年7月
・「Self-Regulation as a predictor of delinquent behavior and socially inconsiderate behavior.」『Poster

session presented at the29th International Congress of Psychology, Berlin, Germany.』2008年7
月

【そ の 他】
・平成20年度社会安全研究財団研究助成（A一般研究助成）（共同研究者）2008年6月

吉 永 和 加 中等教育課程社会専攻 准教授
【著 書（単行本）】
〈共著〉
・『社会と感情』萌書房 139―162頁 2008年3月
・『不安社会のアナトミー』萌書房 134―158頁 2008年3月
【論 文】
・「自我の解体―レヴィナスにおける絶対的受動性の探求」『岐阜聖徳学園大学紀要〈教育学
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部編〉』第47集 133―146頁 2008年2月


